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研究成果の概要（和文）：本研究は、アジアにおける長期入所施設に滞在している認知機能低下した高齢者の行
動心理学的兆候（BPSD)の種類と有病率、及び関連要因を調査することであった。日本から3地域、韓国、中国、
台湾、タイの７研究施設からのデータで、計662名が解析可能で、施設間の相違を比較した。さらに向精神薬の
処方の種類と数を調査し、認知症の重症度と処方パターンを施設間で比較した。さらに、処方のパターンに影響
する保険制度などの外的要因を検討した。加えて、介護負担となる尿失禁と便失禁の有病率を施設間で比較し、
認知症の重症度が失禁の主要な要因であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the study was to survey the type and prevalence of behavioral
 and psychological symptoms of dementia (BPSD) in Asian countries. Universities from three regions 
in Japan, China, South Korea, Taiwan, and Thailand participated in the survey. In total, 662 
residents in long-term care facilities were analyzed. A　type　and　number　of　psychotropic　
prescription was　examined,　and　external　factors　such as health insurance system affecting　
prescription pattern was explored. Further, prevalence of urinary incontinence　and　bowel　
incontinence　was　surveyed,　and　a logistic regression identified a severity　of　dementia as a　
major　predictor　of　incontinence.

研究分野：老年看護学
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１． 研究開始当初の背景 
 
日本が経験している急速な少子高齢化の
人口学的変化は、他のアジア諸国でもみられ
るようになり、韓国・台湾などは日本よりも
さらに短い期間で高齢社会へ突入すること
が予想される。高齢化問題で特に深刻なもの
が急増する認知症患者のケアの問題である。
認知症患者の症状のなかでも特に、徘徊、興
奮、暴力などの周辺症状は、心理行動学的兆
候（Behavioral Psychological Symptoms of 
Dementia, BPSD）と呼ばれ対処が困難である。
BPSD は環境や文化的要因に影響されると言
われているが、アジアにおいて BPSD の発生
頻度や関連要員を比較した研究はみられな
かった。 
 
２． 研究の目的 
 
本研究の目的は、１）アジア６カ国におけ
る認知症患者の BPSD の種類と有病率、およ
び BPSD の関連要因を比較し、２）BPSD に影
響を与える環境・文化要因を明らかにして最
適なケアの提供を提言することである。本研
究成果は、非薬物学的な BPSD の予防因子を
同定でき、将来、人口の高齢化を迎える国々
における認知症ケアに貢献することが期待
できる。 
 
３． 研究の方法 
 
ADL、認知機能、および認知症重症度を測
定し、BPSD との関連を調査、比較した。対象
者の選定基準は：１）認知症と診断されてい
るか、認知機能が低下している者（MMSE＜24）、
２）独歩可能、３）入居期間＞1か月とした。 
BPSD（徘徊、興奮、無関心、異食など）の
種類と頻度・重症度の測定には、国際的に認
知症治療薬の効果の判定に用いられている
NPI-NH （ Neuro Psychiatric Inventory 
Nursing Home version）を用いた。中国、韓
国、タイは NPI-NH の翻訳版がないため、そ
れぞれの国で開発した。 
ADL の測定にはバーセルインデックス、認
知症の重症度の測定には CDR (Clinical 
Dementia Rating)、認知機能の測定には MMSE 
(Mini Mental State Exam)を用いた。ケア環
境要因の調査として、１）物理的環境要因（認
知症高齢者の入居施設の総面積、建物の面積、
入居者一人当たりの面積、ベッド数、稼働率、
平均在院日数、個室の数、総室のベッド数な
ど）、２）人的要因（スタッフ数、スタッフ
の教育レベル、スタッフ一人当たりの入居者
数）のデータを収集した。 
認知症ケアの実態調査として、使用してい
る薬物の種類は医療記録から、作業療法や音
楽療法などの非薬物的ケア、入浴など定期的
に提供されているケアなどは施設の記録か
ら収集した。 
当研究は大阪大学医学部医学倫理委員会、

各分担研究者、及び海外の研究協力者の大学
における倫理委員会、各研究参加施設の倫理
委員会の承認をえて実施した。 
 
４．研究成果 
 
BPSD の有病率のパターン 
 
日本から関西、中部、関東の 3地域、韓国・
ソウル市、中国・広州、台湾・花蓮市、タイ・
チェンマイ市の施設をルクルートした。日本
では、関西の総合病院の認知症ケアセンター、
中部地域の２老人保健施設、関東の９グルー
プホーム、韓国のナーシングホームとグルー
プホーム各 1施設、中国と中国のナーシング
ホーム各 1施設、タイの３ナーシングホーム
が参加した。各施設から 100 名を目標にデー
タ収集を行い、計 662 名のデータが解析可能
であった。 
全員の平均年齢は 82.6 ± 9.9 歳で、タイ
が平均年齢が一番低く 75.4 ± 7.7 歳、台湾
が一番高く 86.7 ± 7.1 であった.全体の女
性の割合は 57.6%であったが台湾が退役軍人
の施設であったため全員男性であった。認知
症の重症度の分布は施設間で異なり、タイと
台湾のナーシングホーム、日本の老人保健施
設が比較的認知症の重症度が低かった。
NPI-NH の下位尺度の１つ以上陽性であれば
BPSD 陽性であるとした。BPSD の有病率の最
小は 64％（台湾）で、最大は 100％（関西、
認知症ケア病棟）と大きく異なった。認知症
患者を主に受け入れる施設は、BPSD の有病率
が高かった。NPI-NH の総得点の中央値は最小
が２（台湾）で、最大が 14（関西、認知症ケ
ア病棟）であった。 
NPI-NH の下位尺度の重症度・頻度の点数で
3 点以上が臨床的重要性を示唆している。こ
のため 3点以下（非臨床的重要性）の下位尺
度の有病率と、認知症の重症度との関係をみ
ると、非臨床的重要性 BPSD は認知症が軽度
（CDR=1）の者に主にみられた。認知症が重
度の者（CDR=3）は、臨床的重要性のある BPSD
の有病率が高く、台湾などの BPSD の有病率
が低い施設でも同様の傾向であった。本研究
により、BPSD の有病率の比較には、認知症の
重症度を交絡因子として調整することの重
要性を示唆するものであった。 
 
 
向精神薬の使用のパターンとその関連要因 
 
向精神薬の処方の割合は認知症患者を主
に収容する 3 地域では 8 割を超えていたが、
その他の認知症に特化していない長期療養
施設では約 4割であった。向精神薬の種類は
7 種類が使用されており、そのうち抗認知症
薬の処方割合が一番高く、抗痙攣薬の処方割
合が一番低かった。中国の施設は特徴的な向
精神薬の処方パターンをしており、抗認知症
薬の処方割合が非常に高いが、その他の向精



神薬の処方の割合は非常に低かった。一方、
韓国は、他の地域と比べるとどの向精神薬の
処方割合も高かった。多剤併用の問題を分析
すると、韓国が処方されている者の中で、処
方薬の種類の中央値が３と高かった。その他
の３地域は、処方薬の種類の中央値が２であ
った。  
抗認知症薬を地域ごとに CDR で層化してみ
ると、認知症の重症度に関わらず中国が抗認
知症薬の使用割合と 2種類以上の抗認知症薬
の処方される者の割合が一番高かった。次い
で韓国と日本のグループホームとが抗認知
症薬の処方割合が高かった。 
認知症の診断の有無で層化すると、中国以
外の施設で、認知症と診断がついている者は
2 種類以上の抗認知症薬を処方されている者
の割合が高かった。中国では、認知症と診断
された者は、そうでない者と比べ、２種類以
上の抗認知症薬の処方割合のリスクが1.8倍
であった。 
抗精神薬の処方については、日本の認知症
ケア病棟が一番処方割合が高く、次いで韓国
であった。日本の老人保健施設では、認知症
の重症度に関わらず抗精神薬の処方割合が
一番低かった。非西洋的抗精神薬の処方につ
いては、日本のみが処方していた。 
向精神薬の使用に関して、外的要因
（External factors）について海外の共同研
究者に聞き取り調査を行った。日本では老人
保健施設は介護保険のみ使用が可で、医療保
険が利用できないことが向精神薬処方割合
の低さと関連していると思われた。一方日本
のグループホームは、医療保険と介護保険が
併用できるため、処方される割合が高いこと
と関連していると思われた。台湾では 4年に
1回施設の認可（recertification program）
受ける。そして、抗精神薬の処方は、厳しい
使用基準があり、コンプライアンスがチェッ
クされるされる。このことにより施設の認可
と処方割合との関連が示唆された。タイでは、
医師が 1か月に一度施設を訪問するだけなの
で、処方してもらう機会が少ないことが要因
と思われた。 
 向精神薬の処方と相関がみられた因子は、
認知症重症度（CDR 、r = 0.24, p < 0.001) 
と NPI-NH 下位尺度の陽性数 (r = 0.26, p 
< 0.001) であった。いずれも弱い正の相関
であった。一方、MMSE とは弱い不の相関が
みられた(r = -0.20, p < 0.001). 各地域
別に相関をみると、向精神薬と NPI-NH との
相関はみられなかった。 

 
失禁と認知症の重症度 
 
失禁については、尿失禁・便失禁の割合は
施設間で大きく異なり、最小・最大は 10％と
71％であった。便失禁の割合も施設間で異な
り、４％から 57％と大きな差がみられた。認
知症の重症度の高さと性別（女性）とが尿失
禁および便失禁と関連していた。そこで、ロ

ジステック重回帰分析により、１）全体、２）
台湾（男性のみのため）を除いた６地域、３）
各地域ごとに失禁の予測因子を分析した。 
 全体では、尿失禁の予測因子として CDR
と性別が有意であった。台湾を除くと、CDR
のみが有意となった (p < 0.0001)。殆どの
施設では認知症の重症度が尿失禁の危険因
子があったが、日本の老人保健施設などは尿
失禁と認知症の重症度との関係がみられな
かった。施設の特徴により失禁の原因が異な
ることが示唆された。便失禁の予測因子は尿
失禁と同様であり、認知症の重症度のみが予
測因子であった。 
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